
１.「地域まるっと中間管理方式」による地域づくりについて

講師：可知 祐一郎 氏（魅力ある地域づくり研究所 代表）

近年、中山間地域等の条件不利地域を含む県内各地域では、個人経営体や集落営農組織、農
業法人における後継者不在や組合員・オペレーターの高齢化といった課題が顕在化し、地域農
業の継続が危ぶまれています。持続的な地域農業には、地域の担い手同士の連携強化などの経
営継続に向けた新たな体制の整備が喫緊の課題となっています。

本研修会では、集落営農などの地域農業を維持する手法の１つである「地域まるっと中間管
理方式」の仕組みやメリットなどについて紹介し、地域農業の新たな体制の構築の一助にする
ことを目的とします。

地域農業の持続的な営農体制を考える研修会
～「地域まるっと中間管理方式」による地域づくり～

日時 2026年１０月９日（金）13時30分～15時00分(受付開始13:00～)
定員 50名程度（申込先着順）

会場 菰野町役場 4階大会議室（三重郡菰野町大字潤田1250番地）

対象 農業者、県・市町・農業委員会・ＪＡ等関係機関

参加費 

無料

【共催】三重県四日市農林事務所、三重県中央農業改良普及ｾﾝﾀｰ、菰野町、（公財）三重県農林水産支援ｾﾝﾀｰ

【お問合せ】

◇参加方法◇

裏面の申込書様式をメールまたはFAXでご送付いただくか、

セミナー申込フォーム（https://forms.gle/GfWf5nEVttwCD8cj8）、

または右の二次元コードからお申し込みください。

【講師プロフィール】

プログラム

1982年に愛知県に入庁。食育推進課長、農業総合試験場副場長、農
林水産部技監を歴任。
2015年に愛知県農業振興基金（愛知県農地中間管理機構）理事長に
就任。
2017年に「地域まるっと中間管理方式」を提唱。
2019年に退任し、魅力ある地域づくり研究所を設立。

集落等の範囲で農地の地権者、耕作者等によって設立した一般社団法人が、農地中間管理
事業により地域の農地を一括で借り受け、維持管理する仕組みです。個人の代わりに法人
が営農の継続を担うため、地域の大切な農地を守り継ぐことができます。

地域まるっと中間管理方式とは

(公財)三重県農林水産支援センター：松田 TEL：0598-48-1228
三 重 県 四 日 市 農 林 事 務 所 ：馬場 TEL：059-352-0638



地域農業の持続的な営農体制を考える研修会参加申込書

募集締切：2026年10月2日（金）

氏名

住所(市町)

※住所の市町名のみご記入ください。

所属名

※個人の方は記入不要です。

電話番号

メールアドレス

送信先：(公財)三重県農林水産支援センター
FAX：0598–42–8221
メール：nouchi@aff-shien-mie.or.jp>

※ご記入いただいた個人情報は、今回お申込いただいた研修会運営のためにのみ、利用いたします。
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